
令和 7年度 

環境大気常時監視技術者 資格認定・資格登録の更新 

 更新審査レポートの手引き  
 

 令和 7年 7月 14 日  

 
 
 

環境大気常時監視技術者試験委員会 
公益社団法人 日本環境技術協会 

 
 

環境大気常時監視技術者（初級・専門・主任）試験合格者の「資格認定」と「資格登録」

の有効期間は、基準登録日から５年間で、資格を延長するためには、レポート審査に合格

する必要があります。環境大気常時監視技術者（常監技術者）は、5 年に一度の「更新レ

ポート審査」を忘れず実施してください。 

【注意】 ・資格認定の更新手続き期間内に、更新申請を行わなかった場合は、資格認定は無効に

なります。 

・やむを得ない理由で資格更新の手続き期間中に、更新手続きが行えない技術者は、遅

延届出書を提出して下さい。 

・「基準登録日」とは、資格認定の試験合格した年度、または更新合格した年度の 
1 月 1 日です。 例：令和 7 年度に試験合格した場合、令和 8 年 1 月 1 日が基準登録

日です。 

・今年度は、平成 22（2010）年度、平成 27（2015）年度、令和 2（2020）年度の試験

に合格した技術者が対象です。対象者には、メールまたは登録住所に更新案内（葉書）

を送付しています。 

 
 

【注意】 更新受付期間は、令和 7 年 7 月 15 日(火) ~ 8 月 31 日(日) です 

 

【注意】 様式 4 の「資格認定更新レポートのセルフチェックシート」の記入・提出が必

要になります。様式 5 の解説もご参照ください。 

 

【注意】 今年度から電子申請（Word ファイル添付のメール送付）だけになります。 

 

 

公益社団法人 日本環境技術協会   



1．資格更新手続き  

(1) 提出書類 

資格更新を希望する常監技術者は、表 1 の書類等を表 2 の方法で提出してください。 

【注意】 ・最上位の資格について更新手続きをして下さい。（初級＋専門ならば、専門） 

・令和 7 年度から、Word ファイル添付の電子申請だけになります。 
・書類は、すべて Word ファイルで提出してください。（PDF は受領できません） 

表 1 提出書類等 

 名称 備考 

① 環境大気常時監視技術者 資格認定および登録 更新申請書 様式１ 

② 更新審査レポート（業務上の技術的事項に関するレポート） 様式２ 

③ 資格認定 更新審査レポート 「セルフチェック シート」 様式 4 

④ カラー１枚 
様式 1 に添付 
資格登録の更新のみ 

 
表 2 書類の提出方法 

手 段 メール添付 

媒 体 
Word ファイル 

ファイル名 ⇒ 認定証書番号 申請者氏名（例 10TS187 環境太郎） 

送付先 
taiki_report@jeta.or.jp 

メールタイトル ⇒ 技術レポート＋申請者氏名（例 技術レポート_環境太郎） 
 

受付期間 令和 7 年 7 月 15 日(火) ~ 8 月 31 日(日) 

 

(2) 資格更新料 

表 3 資格更新料 

金額 

種別 費用 備考 

資格認定 5,500 円（税込） 審査料 + 管理費 

資格認定＋資格登録 7,700 円（税込） 審査料 + 登録証カード更新料 ＋ 管理費 

振込先 
みずほ銀行 市ヶ谷支店 普通 2207923 公益社団法人 日本環境技術協会  

(適格請求書発行事業者登録番号 T1010005017070) 

振込期限 令和７年 9 月 5 日(金) 

【注意】 振込手数料は、各自ご負担下さい 
 
 

(3) 資格更新の延期届出 

やむを得ない理由で、受付期間内に更新手続きが行えない場合は、更新手続延期届出書（様式

3）を「試験事務局（taiki_report@jeta.or.jp）」に提出して下さい。 

【注意】 遅延届出に、手数料等は不要です。 
  



２．資格認定の更新審査  

(1) 更新審査レポ－トの作成 

資格認定の更新審査は、「常時監視に関する技術レポート」を作成していただき、記述内容の

審査で行います。表 4 の該当する資格種類の中から 1 テーマを選択し、様式２（A4 で 2 ページ）を

用いてレポートを作成してください。 
更新審査レポートは、常時監視の知識だけではなく、技術者としての応用力，実行力を審査します

ので、ご自身の意見・感想を必ず記述してください。表 5 の注意事項にご注意ください。 

表 4 更新審査レポートのテーマ 

初
級
技
術
者 

① 試験合格後に経験した印象に残っている業務の選択理由、技術的な内容、結果について 

② 専門技術者になるために「必要な事柄」について 

③ 自動測定機の日常点検で「注意すべき事項」について 

④ 試験受験後、環境大気常時監視についての「意識の変化」について 

⑤ 初級技術者資格取得により、得られた具体的なメリットと活用例について 

専
門
技
術
者 

① 試験合格後に国や自治体が新たに実施した規制や事項で、最も印象に残っているものの技

術的な 内容、具体的な業務内容の変化、問題点と改善策について 

② 主任技術者になるために「必要な事柄」について 

③ 自動測定機の定期（精密）点検で「注意すべき事項」について 

④ データの「欠測処理」について（具体的に事例をあげて） 

⑤ 環境大気常時監視の精度管理の在り方について 

主
任
技
術
者 

① 試験合格後の自覚や業務内容の変化、有資格者の評価について 

② 主任技術者として実施した「部下に行ったトレーニング」について 

③ 主任技術者として実施した「業務合理化のためのマネージメント」について  

④「環境大気常時監視測定のあり方」について 

⑤ 環境大気常時監視結果の情報公開のあり方について 

⑥ 試験制度のメリットと、試験制度の改善提案について 

表 5 更新審査レポート作成時の注意事項 【 重要 】 

１ 最近 5 年間に取得した知見、情報、経験、技術等を中心に、レポートを作成してください。 

２ 一般論ではなく、更新申請者が実際に行った業務経験を中心に、図表や写真等を用いて具体的

に記述してください。 

３ 測定局に行く直接業務でなくても、定期交換部品や修理用の部材調達も、常時監視の関連業務

に該当します。 

４ 現在 常時監視に全く係わっていない更新申請者は、表 4 以外の常時監視テーマの設定が可能

ですが、予め試験事務局（taiki_report@jeta.or.jp）に”メール” でご相談ください。 

５ 2 回目以降の更新の方は、できるだけ、前回と異なるテーマを選択してください。 
───────────────────────────────────────── 

６ 「常時監視マニュアルの要約」や「手順書の丸写し」だけでは、レポートと見なしません。自

分の意見や感想が解るように記述してください。 

７ 問題点や改善点をテーマとする場合は、現状批判だけで終わらず、問題解決のために更新申請

者がどのように関わっていくかを記述してください。 

８ 更新レポートは 2 ページしかないので、対象技術の全てを書く必要はありません。重要と思わ

れる項目に絞って、その項目に関連した経験・考察を具体的に記述してください。 

９ レポートの書き方については、多くのWebサイトに解説があります。「レポートの書き方」等
で検索して、研究してください。 

   



(2) 更新審査レポートのセルフチェックシート 

作成した更新審査レポートが、表 5 の注意事項を満たしている事を、様式 4 を用いて自己チェッ

クして、レポート共に提出してください。 

 

(3) 更新審査レポートの審査と再提出 

資格更新審査は、「環境大気常時監視技術者試験委員会の委員（審査委員）」が、審査・判定を行い

ます。審査で合格点に達しない者に対しては、審査委員のコメントを参考とした修正レポートの提出

依頼をします。再提出の詳細は、試験事務局からの依頼内容に従ってください。 

 

(4) 認定更新証明書の交付 

更新審査合格者には、更新後の有効期間の認定更新証明書を封書で送付します。 

 

(5) 登録証の交付 

更新審査合格者で、登録証の更新を申請した者には、更新後の有効期間の認定登録証（カード）

を封書で送付します。また、当協会ウェブサイトの環境大気常時監視技術者登録者名簿に、登録番

号、氏名、現住所（都道府県）を掲示します。 

 
 
３．更新審査不合格者の対応  

審査の結果、不合格と判定された者に対しては、試験委員会より、その理由を付して通知します。

更新申請者がその通知について意見がある場合は、反論書の提出が可能です。反論書が提出された

場合、審査委員と協議し決定の上、申請者に通知します。 
なお、不合格の場合は更新できませんが、次年度の更新審査での再申請を認めます。 

 
 
４．更新手続の延期について  

「資格認定および登録の更新手続延期届出書(様式 3)」を提出した者が、令和 7 年 12 月 12 日ま

でに「資格認定更新申請書」及び「更新審査レポート」を提出した場合は、これを審査しますが、

この期日以降に提出した場合は、次年度更新者のレポートと同期間に審査します。 
また、「資格認定および登録の更新手続延期届出書(様式 3)」を未提出で資格を失効した者のうち、

資格更新を希望するものは、次年度の更新審査での再申請を認めます。 
なお、登録更新延期期間は 2 年までとします。 

 
 
５．連絡が取れない場合の対応  

認定証書保持者に対し、更新案内通知をメールまたは郵送した結果、登録メールまたは住所より 
案内通知が返却された場合は、電話、FAX 等により再照会を行います。 

なお、最終的に不明の場合は登録台帳から削除しますので、ご留意のほどお願いいたします。 

【注意】 ・３.～５.において、諸事情で次年度以降に更新合格となった場合、「資格の有効期

間」は本来の資格の有効期間と同一です。有効期限日の変更(延長)はありません。 
（⇒ 5 年周期の更新年は変わりません。） 

  



様式．１ 

環境大気常時監視技術者 資格認定・資格登録 更新申請書 
 
  申請の内容は次のとおりです。 
   （該当する□に レ を付して下さい) 

□ 資格認定のみの申請 
□ 資格認定および登録更新の申請 

 
 
申請年月日  令和  年  月  日 

（ふりがな） 

氏    名 

             

             
 

生年月日 
昭和 
平成   年  月  日 

認定証書発行年月日 年  月  日  

登録証の有効期間     年     月     日 ～    年    月    日 

 
現  住  所 

 

〒 

 

電 話 （  ）  －    FAX （  ）   －    

Ｅ－mail 

所属事業所名 
（全角21文字以内） 

 

登録更新申請者で認定登録証に所属事業所名の記載を希望しない者は、 

右の枠に レ を付して下さい。⇒ 
 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・・・・・・・・・・・・・・・（以下は試験事務局が記入します）・・・・・・・・・・・・・・・ 

受付 審査 審査 決定 

    

 

認 定 区 分 認定証書番号 登録証番号 

□ 初 級   

□ 専 門   

□ 主 任   

②顔写真 

 

 
 

写真の裏に 

氏名を記入 

写真の条件 
①カラー 
②半身・脱帽 
③無背景 

④サイズ  

   縦４.５ｃｍ×横３.５ｃｍ 

   



様式．２（☆ A4 サイズ 2 ページとする：図表を含む） 
 

更新審査レポート（業務上の技術的事項に関するレポート）  

 
登録区分※ 認定証書番号 登録証番号  氏 名 

     

※上位の資格名（初級、専門、主任）を記入下さい 
 

事業所名 現在担当している環境大気常時監視に関連する主な業務 

  

この 5 年間に受講した技術講習の履歴 

 

業務上の技術的事項（テーマは「本文 p.3 の表 4」から選択してください） 
選択テーマ名：  

 

※ 左端の行番号は 消さないでください。 

 1 
 2 
 3 
 4 
 5 
 6 
 7 
 8 
 9 
 10 

 11 
 12 
 13 
 14 
 15 
 16 
 17 
 18 
 19 
 20 
 21 

行番号 



様式．３ 

環境大気常時監視技術者 資格認定および登録 
 

「更新手続延期届出書」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

申請年月日  令和  年  月  日 

（ふりがな） 

氏 名 

              
             
 

生年月日 
昭和 
平成   年  月  日 

認定証書発行年月日  年  月  日  

登録証の有効期間    年     月     日 ～    年    月    日 

 
現  住  所 

 

〒 

 

電 話 （   ）  －    FAX （   ）   －    

Ｅ－mail  

 
更新手続き延期 
の理由等 

 

（理由） 

 

 

 

（延期後の更新申請予定）    年   月   頃 

 

 
 
  

認 定 区 分 認定証書番号 登録証番号 

□ 初 級   

□ 専 門   

□ 主 任   



様式 4  

「資格認定  更新審査レポート」 セルフチェック  シート  

◼ 注意 ◼ 

・ このチェックシートは、レポートと一緒に提出してください。 

・ (2) (3) は、記載項目を満たしていたら、 □ にチェック（✔）を記入してください。 

・ (4) はレポートの概要を簡単に記入してください。 

 
(1) 氏名等 （レポートと同じ内容を記入して下さい） 

登録区分 認定証書番号 登録証番号 氏 名 

    

□ 常時監視の関連業務に従事している 現在の主な業務 

□ 常時監視の関連業務に従事していない  

 
(2) 書式チェック （すべての項目がクリアするようにしてください） 

□ 文章全体が、テーマや意味に応じて、「段落分け」が適切に行われている。 

□ 各段落で「字下げ」が行われている。 

□「メール改行」が行われていないこと。 

□ 読みやすい文字サイズと文字間隔，行間隔になっている。 

□ 声を出して読んだとき、読み易いか。 

□ 誤字脱字はないか。 
 

(3) 内容 （できるだけ多くの項目がクリアできるようにしてください） 

□ 常時監視マニュアルや、その他の資料の写しは 1/3 以下である。 

□ 自分が過去に「実施した事」「体験した事」が書かれている。 

□ 自分のこれからの、行動計画や行動目標が書かれている。 

□ 自分の考え・感想が書かれている。 

□ 問題提起だけでなく、現実的な提案が書かれている。 

□ 他人や組織・世の中の「批判や不満」だけで終わっていない。 

□ 結論・論旨が明らかになっている。 

 
 (4) レポート概要 （レポートの概要を記入してください。箇条書き可） 

レポートの 

動機・着目点 

（最初の段落） 

 
 
 

 

展開 

 

 
 
 

結論・提案 

（言いたい事） 

 
 
 

    

段落分け、字下げ、メール改行は、

別紙 1 を参照 



別紙 1 様式 4（セルフチェックシート）の解説 

 

(1) 「字下げ」「段落わけ」「メール改行」の説明。 

 常時監視マニュアル中の文例  ○ 

原文 

 

大気汚染防止法（昭和 43 年法律第 97 号）第 22 条では、都道府県知事は、大気

の汚染の状況を常時監視しなければならないこと、及びその結果を環境大臣に報告

しなければならないことを定めている。 
この規定を踏まえ、大気汚染の常時監視（以下「常時監視」という。）は、都道府

県等において継続的に大気汚染に係る測定を実施することにより、地域における大

気汚染に関する緊急時の措置や、大気環境や発生源の状況及び高濃度地域の把握、

汚染防止対策の効果の把握等を行うとともに、全国的な汚染動向、汚染に係る経年

変化等を把握し、もって大気汚染防止対策の基礎資料とすることを目的とする。 

原文の解説 

 

字下げ 

段落わけ 

読点 

␣大気汚染防止法（昭和 43 年法律第 97 号）第 22 条では、都道府県知事は、大気の

汚染の状況を常時監視しなければならないこと、及びその結果を環境大臣に報告し

なければならないことを定めている。⏎［段落区切りでｗ改行］ 

␣この規定を踏まえ、大気汚染の常時監視（以下「常時監視」という。）は、都道府

県等において継続的に大気汚染に係る測定を実施することにより、地域における大

気汚染に関する緊急時の措置や、大気環境や発生源の状況及び高濃度地域の把握、

汚染防止対策の効果の把握等を行うとともに、全国的な汚染動向、汚染に係る経年

変化等を把握し、もって大気汚染防止対策の基礎資料とすることを目的とする。 

 ␣ 

 望ましくない文例  × 

字下げ 
をしていない

× 

大気汚染防止法（昭和 43 年法律第 97 号）第 22 条では、都道府県知事は、大気の

汚染の状況を常時監視しなければならないこと、及びその結果を環境大臣に報告し

なければならないことを定めている。 
この規定を踏まえ、大気汚染の常時監視（以下「常時監視」という。）は、都道府県

等において継続的に大気汚染に係る測定を実施することにより、地域における大気

汚染に関する緊急時の措置や、・・・・・・ ≪ 略 ≫ 

字下げ 
段落分け 

をしていない

× 

大気汚染防止法（昭和 43 年法律第 97 号）第 22 条では、都道府県知事は、大気の

汚染の状況を常時監視しなければならないこと、及びその結果を環境大臣に報告し

なければならないことを定めている。この規定を踏まえ、大気汚染の常時監視（以

下「常時監視」という。）は、都道府県等において継続的に大気汚染に係る測定を実

施することにより、地域における大気汚染に関する緊急時の措置や、 ≪ 略 ≫ 

メール改行 
をしている 

× 

大気汚染防止法（昭和 43 年法律第 97 号）第 22 条では、⏎ 

都道府県知事は、大気の汚染の状況を常時監視しなければならないこと、⏎ 
及びその結果を環境大臣に報告しなければならないことを定めている。 

← 空白改行 
この規定を踏まえ、大気汚染の常時監視（以下「常時監視」という。）は、⏎ 
都道府県等において継続的に大気汚染に係る測定を実施することにより、⏎ 
地域における大気汚染に関する緊急時の措置や、・・・・・・ ≪ 略 ≫ 

メール改行とは、段落（句点。）以外での改行や、「空白改行」で段落を分ける手法を指します。 
   



 望ましくない文例  × 

読点 

が少ない 

× 

大気汚染防止法（昭和 43 年法律第 97 号）第 22 条では都道府県知事は大気の汚

染の状況を常時監視しなければならないこと、及びその結果を環境大臣に報告しな

ければならないことを定めている。 
この規定を踏まえ、大気汚染の常時監視（以下「常時監視」という。）は、都道府

県等において継続的に大気汚染に係る測定を実施することにより地域における大気

汚染に関する緊急時の措置や大気環境や発生源の状況及び高濃度地域の把握、 

 
 
(2)「読みやすい文章」にするための工夫 

① レポートの読者を意識する 
・技術レポートは、誰かに読んでもらい、何かを伝えるために作成しますので、「読み手」を常に意

識して読みやすい文章になるよう心がけてください。 

②「一文一義」を心がける 

・A の文章は長文ですが、接続詞や助詞、句読点の使い方が適切で、修飾語と句の階層構造が論理

的に整理されているので、文章（書き言葉）としては理解できます。しかし、音読（話し言葉）

での理解は難しいと考えます。これは一文に、色々な趣旨の文章が含まれているからです。 

・読点「、」が少ない文章や、文字数が多く文脈が複雑な文章が多く、意味が理解しにくい文章が目

立ちます。「一文一義」を心がけてください。 

【事例】下表の例に示すように、単純な「主語＋述語」の単純な文章を、2 つ繋げた文章が、リズム

感があり読みやすくなります。 

例 
① A は B なので、C は D である 
② A は B であると考えられるので、C は D になる。 

 
【事例】下表の A の文章は長文ですが、接続詞や助詞、句読点の使い方が適切で、修飾語と句の階

層構造が論理的に整理されているので、文章（書き言葉）としては正しい文書です。しかし、音

読（話し言葉）での理解は難しく、接続詞や助詞などの用法を間違えると正しく伝える事が出来

ないので、報告書や更新レポートでは避ける事をお勧めします。以表 B に、改良例をしまします。 
 改良例 

A 原文 

 
1 文 △ 

この規定を踏まえ、大気汚染の常時監視（以下「常時監視」という。）は、都道府

県等において継続的に大気汚染に係る測定を実施することにより、地域における大

気汚染に関する緊急時の措置や、大気環境や発生源の状況及び高濃度地域の把握、

汚染防止対策の効果の把握等を行うとともに、全国的な汚染動向、汚染に係る経年

変化等を把握し、もって大気汚染防止対策の基礎資料とすることを目的とする。 

B 改良文 

 
3 文に分割 

〇 

都道府県等は、この規定に基づき、大気汚染の常時監視（以下「常時監視」とい

う）を行っている。常時監視の目的は、継続的な大気汚染測定を通じて、地域での

大気汚染に対する緊急措置、大気環境や発生源、高濃度地域の状況、ならびに汚染

防止対策の効果を把握することである。さらに、全国レベルでの汚染動向や経年変

化も捉え、大気汚染防止対策の基礎資料にすることも目的である。 

 
以上 


